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  ０４３ 

提案機関名提案機関名提案機関名提案機関名  農業技術センター三浦半島地区事務所 

  

 要望問題名要望問題名要望問題名要望問題名   

  カボチャ立枯病の防除対策について 

 要望問題要望問題要望問題要望問題のののの内容内容内容内容    【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】 

カボチャは三浦半島の特産野菜で、夏野菜の主力品目の一つでもある。 

昨年、現地では立枯病の被害が確認され、被害の拡大が懸念されています。 

今後の効果的な防除方法や被害の拡大防止策の確立が求められている。特に作付けほ場の要防

除水準が明確化について検討を望みます。 

 

カボチャ作付面積（平成18～19年神奈川農林水産統計年報より） 三浦市122ｈａ、横須賀市70ha 

解決希望年限解決希望年限解決希望年限解決希望年限 
 ①１年以内    ②２～３年以内    ③４～５年以内    ④５～１０年以内 

対応対応対応対応をををを希望希望希望希望すすすす 

るるるる研究機関名研究機関名研究機関名研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術所 ③水産技術センター 

 ④自然環境保全センター 

  備備備備    考考考考 

  

※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

 回答機関名回答機関名回答機関名回答機関名 
農業技術センター 

担当部所担当部所担当部所担当部所 
三浦半島地区事務所 

  

 対応区分対応区分対応区分対応区分 
 ①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可 

 試験研究課題名試験研究課題名試験研究課題名試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

  

 対応対応対応対応のののの内容等内容等内容等内容等    

 カボチャ立枯病の要防除水準の明確化についは、当病害の性質上難しいと思います（腐生性の強

い菌で、環境条件やカボチャの生育状況に大きく左右されるため）。しかし、現状の対策としては、発

生してから使用し効果のある薬剤もありますし、また、前年発生した圃場に対する土壌消毒等の対策も

いくつかあります。加えて、環境保全型防除体系としてもトウモロコシやダイズ（エダマメ）を導

入した輪作およびマメ科牧草の一種. ヘアリーベッチのライブマルチを組み合わせた防除体系

等がこれまで報告されております。発生現場にあわせた対応について、情報提供するとともに

研究課も協力して対策にあたります。 

 解決予定年限解決予定年限解決予定年限解決予定年限  ①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内 

 備備備備    考考考考 

 


